
1991年 出上の木簡

い
し
か
わ
じ
ょ
う
り

長
野
・石
川
条
里
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
六
月
を

一
九
九

一
年

（平
３
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
日
居
直
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館

・
祭
祀

・
集
落

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
前
期

・
弥
生
時
代
中
期
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
川
条
里
遺
跡
は
、
千
曲
川
左
岸
、
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
の
南
西
部
に
広
が

る
水
田
地
帯
、
千
曲
川
の
自
然
尭
防
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
大
規
模
な
後
背
湿

地
に
立
地
し
て
お
り
、
標
高
三

五
六
ｍ
前
後
で
あ
る
。
遺
跡
の

東
側
の
自
然
発
防
上
に
は
弥
生

時
代
か
ら
平
安
時
代
に
至
る
遺

跡
群
が
並
び
、
西
側
の
山
麓
部

に
は
、
川
柳
将
軍
塚
古
墳
を
は

じ
め
と
す
る
古
墳
群
が
構
築
さ

れ
て
い
る
。

本
遺
跡
は
、
現
水
田
景
観
に

残
さ
れ
た
条
里
制
地
割
と
埋
没
し
た
水
田
遺
構
か
ら
な
る
遺
跡
と
し
て
、
長
野

市
教
育
委
員
会
に
よ
り
数
年
来
継
続
し
て
調
査
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回

の
調
査
は
、
長
野
自
動
車
道
建
設
に
伴

っ
て
、
約
七
万
ピ
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
総
面
積
六
〇
Ｏ
ｈａ
に
及
ぶ
後
背
湿
地
に
は
、
微
地
形
が
入
り
く
ん
で

お
り
、
本
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
微
高
地
が
ニ
カ
所
確
認
さ
れ
た
。

微
高
地
で
は
縄
文

。
古
墳

・
古
代

。
中
世
の
各
時
代
の
遺
構

。
遺
物
が
検
出

さ
れ
、
と
く
に
古
墳
時
代
の
遺
構
群
は
祭
祀
的
な
性
格
を
も
つ
特
殊
な
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
低
湿
地
で
は
弥
生
中
期
か
ら
の
水
田
遺
構
が
確
認
さ
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れ
、
弥
生
時
代
後
期

。
古
墳
時
代

・
平
安
時
代
の
各
水
田
跡
か
ら
は
多
量
の
木

製
品
が
出
上
し
た
。

木
簡
は
、
微
高
地
か
ら

一
五
Ｏ

ｍ
程
離
れ
た
水
田
域
か
ら
出
上
し
た
。
中
世

の
水
囲
遺
構
面
は
良
好
に
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
現
水
田
で
利
用
さ
れ
て

い
た
用
水
路
の
直
下
に
方
向
を

一
に
す
る
溝
が
数
条
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
二
条
の
幅

一
ｍ
、
深
さ

一
・
二
ｍ
の
区
画
溝
が
交
差
す
る
地
点
の
溝
の

堆
積
層
上
層
か
ら
、
折
敷
の
破
片
と
重
な
っ
て
五
点

（他
に
小
破
片
教
点
）
の
木

筒
が
出
土
し
た
。
溝
の
底
に
は
、
径
五
〇
釦
前
後
の
川
原
石
が
等
間
隔
に
置
か

れ
、
石
の
下
か
ら
元
豊
通
宝

（
一
〇
七
八
ぞ
八
五
年
）
等
の
銅
銭

。
金
具
が
出
土

し
た
。
木
衝
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
微
高
地
上
に
幅

一
〇
ｍ

と
四
ｍ
の
溝
に
よ
っ
て
方
形
に
囲
ま
れ
た
居
館
址
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

二
重
に
巡
る
溝
に
よ
る
区
画
の
内
か
ら
は
、
銭
貨

。
陶
磁
器
な
ど
と
と
も
に
柱

穴

・
井
戸
が
確
認
さ
れ
た
。
居
館
址
外
側
を
大
き
く
取
り
巻
く
用
水
と
し
て
の

溝
が
、
木
筒
の
出
上
し
た
溝
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一ω
　
　
「
（符
纂
）
鵡
響
兄
名
心
々
希
響
律
Λ
上
北
」
　
　
　
　
　
　
〕即
×
Ｓ
×
『　
ΦＦ

（②
　
　
「
（一符
篠
）
肺
禦
錦
々
希響
律
ハ
Ｌ
四
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］Ｓ
×
占
×
伽　
ｏＨ

〔南
力
〕

買
符
鋒
）
日
□
急
□
□
□
令
□
」
　

　

　

　

〕∞叉
働曼
ト

「
天
日
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ю頓実
卜蒙
φ

□
□
　
急
□
□
□
令

□□

　

　

　

　

」

や
ｏ『
×
（∞Φ
）
×
ω
　
Φ
∞
岸

ω
ｌ
Ｏ
は
同
じ
形
の
呪
符
木
簡
で
、
符
纂
部
分
の
小
破
片
が
他
に
二
片
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
形
の
木
簡
は
四
枚

一
組
で
扱
わ
れ
、
東
西
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ

配
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
④
は

「天
」
の
み
判
読
で
き
た
に

す
ぎ
な
い
が
、
形
の
異
な
る
⑤
と
同
様
に
呪
符
木
筒
と
考
え
ら
れ
る
。
折
敷
と

と
も
に
出
土
し
た
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
呪
符
と
し
て
使
わ
れ
た
後
、
ま
と
め

て
容
器
に
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
居
館
を
取
り
巻
く
用
水
路
に

一
括
投
棄
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
５

を
８

（
一
九
八
八
ど
一
九
九
一
年
）

（自
居
直
之
）
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